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開会 午前１０時００分 

 

 

笹井議長    それでは、定刻になりましたので、令和５年度第８回社会教育委

員の会議を始めたいと思います。 

 本日は、榎本委員、北澤委員より欠席の御連絡をいただいており

ます。また、森本委員より、所用により早退する旨の御連絡をいた

だいております。 

 なお、黒木委員は、今期、この形式の会議で初めての御出席とな

りますので、簡単に御挨拶をお願いできればと思います。突然申し

訳ありません。 

 

黒木委員    とんでもないです。緑小学校の校長をしております黒木といいま

す。よろしくお願いします。 

 今期、今年度という意味ではないですよね、割と頑張って参加さ

せていただいていたんですが、ちょっと校務のほうがいろいろござ

いまして、欠席がちになっておりました。本当に申し訳ございませ

ん。 

 学校のほうは、今、インフルエンザがやはりはやっておりまして、

緑小学校に限らずなんですけれども、学級閉鎖とかそういうことが

あったり、いろいろ換気をしたりしながら日々過ごしているような

状況でございます。 

 緑小学校は、小金井市内で初めてコミュニティ・スクールに指定

された学校でありまして、今現在も地域学校協働活動を大変充実さ

せているところです。そういう学校ということもあって、校長会の

ほうから、この社会教育委員の会議に参加するようにということで

出てきております。よろしくお願いいたします。 

 

笹井議長    どうぞよろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

 それでは、続きまして、事務局のほうから資料の御説明をお願い

いたします。 

 

倉澤生涯学習係長 では、まず資料の説明に入る前に１点お願いがございます。委

員の皆様は、御発言される際はまず挙手をしていただき、議長に指

名されましたらお名前をおっしゃってから発言していただくとい
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うルールにさせていただきたいと思います。スムーズな会議の運営

に御協力をお願いいたします。 

 では、資料の説明に入ります。 

 本日お配りしている資料は、次第の３番の資料の一覧と、その他

に委員の皆様だけにお配りしているものとしまして、机上の図書館

だより、小金井市の図書館（令和４年度版）、月刊こうみんかん、体

協だより、青少健だより、とうきょうの地域教育、また、１２月９

日に開催されました都社連協の研究大会に御欠席された委員の皆

様には、その際の資料をお配りしております。足りないものはござ

いませんでしょうか。 

 資料の説明は以上です。 

 

笹井議長    もしも足りないものとかありましたら、御指摘いただきたいと思

います。その都度で結構です。 

 それでは、議題のほうに入っていきたいと思います。 

 まず、議題（１）会議録の承認について、事務局のほうからお願

いいたします。 

 

倉澤生涯学習係長 御説明申し上げます。資料１を御覧ください。 

 １１月１６日に開催いたしました第６回の会議録でございます。

事前に皆様にも御修正いただき、二度目に修正いただいた分も反映

し、本日配らせていただいております。本日、この場で御承認して

いただいた後、ホームページ等で公開させていただきたいと思いま

す。 

 また、先日、１月３１日に行った三者合同会議の会議録につきま

しては、グループでのディスカッション部分を除いて作成する予定

です。本日、御講演いただいた笹井議長とグループ発表などで発言

のあった委員の皆様には会議録の校正を依頼いたしますので、併せ

て確認をお願いしたいと思います。 

 説明は以上です。 

 

笹井議長    ありがとうございました。ということで、よろしいですよね。 

 

（「はい」の声あり） 
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笹井議長    よろしくお願いいたします。 

 それでは、会議録承認されましたので……。 

 どうぞ、坂野さん。 

 

坂野委員    会議録については２点あります。 

 １つは、会議録を御覧になれば、発言の冒頭に、今の私のように

名前を言っています。私では、９つあったので全部削りました。と

いうのは、文脈によっては、それが手を挙げているだけじゃなくて、

何か意味を持つことがあるので、これは削除しませんかという提案

が１つです。これは事務局レベルで削除していただければよくて、

それで統一しませんでしょうかと。残している方がいらっしゃいま

すので、全部削除するということでいかがでしょうかというのが１

点です。 

 ２点目を続けて言いましょうかね。 

 

笹井議長    どうぞ。 

 

坂野委員    ２点目は、倉澤さんからメールを送ってきたときに、御自身の発

言部分を訂正してくださいとありましたが、これは図書館協議会で

かつてとんでもないことがありまして、発言者の名前がそっくり間

違っていたということがあったんです。しかも短いのではなくて五、

六行の発言です。御本人が気づかなかったわけで周りの人が気づい

たんです。何で御本人が気づかなかったかというと、校正に回って

くるのが遅かったので、しかも掛け合いの部分だったので、誰が発

言したか分からなくなったわけです。 

 ここの社会教育委員の会議も、名前が入っているということは、

どこかで責任を負わされる可能性があるので、文脈は自分の意見が

統一していないと、ちょっと厄介なことになると思います。私の提

案は、御自分の意見だけじゃなくて、特に掛け合いになった部分で、

前後の人が言ったかどうかというのを覚えている範囲でチェック

していただきたいということです。 

 

笹井議長    これは我々に対してですね。 

 

坂野委員    ええ、そういうことです。まず我々に対してです。 
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 前々回になりますけれども、今日いらっしゃらない榎本さんが、

私の発言ではありませんと発言され、じゃあ削りましょうかとした

のはこれは変な話で、誰かが発言しているんであれば、本来誰かの

発言を特定してから、その人の意見を聞いてから削除すべきなんで

す。そういうこともあったりするので、やはり発言はそれなりに重

く、自分の発言プラス掛け合いのときは必ず責任につながってきま

すので、今回もあるんですけれども、必ずつながっていますので、

それをチェックするという意味で、自分だけじゃなくてその周辺を、

分かる範囲で結構ですが、みんなでチェックするという対応をした

いと思います。 

 以上２点です。 

 

笹井議長    分かりました。第１点目は、固有名詞は、発言者の名前は削るこ

とが原則でいいんじゃないですかということですよね。それはそれ

でいいと思うんですけれども、いいですよね。 

 

伊藤委員    伊藤です。前回のときもあったんですけれども、事務局の方に削

っていただくのではなくて、自分たちがチェックするときに名前の

部分を削るということでいいのかなと思うんですが、そういうこと

でいいですか。 

 

笹井議長    どうですか、課長。 

 

三浦生涯学習課長 今、ごめんなさい、御提案をいただいて考える時間があまりな

かったので、お話しさせていただくと、まず、発言者の方のお名前

を言っていただくのは、録音をして、これを委託業者に渡しますの

で、この場にいない者が速記録を起こすので、誰の発言かを混同し

ないように、あえて御発言をいただいているというような趣旨でご

ざいました。 

 今、名前を切ったほうがよろしいんじゃないかという御提案なん

ですけれども、私が申し上げたとおり、誰の発言か混同しないよう

に会議録を起こすというところだと、どうかなというところも若干

考えるところではあります。切ってしまうと全部分からなくなって

しまうところは、ちょっと懸念をするところではありますが、委員

会の御意思が切ったほうがいいということであれば、対応はさせて
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いただきますけれども、いかがかなと、若干ハテナマークがつくな

というところで御理解いただきたいです。 

 

笹井議長    ２番目の坂野さんの御提案で、ほかの人の部分も、自分の意思と

いいますか、その意向に関わりがある範囲内であれば削除の提案と

いうのをしてもいいんじゃないかということで、原則は自分の発言

をチェックするんですけれども、その発言内容が伝わるか伝わらな

いかとかという、誤解を招くとか招かないかという点で、ほかの人

の発言もチェックしてもいいんじゃないかという御提案がありま

したけれども、２番目の点については、皆さんどうですか。これは

我々に対しての話です。 

 

小林委員    そもそも議事録って何のためにあるのかということからいくと、

趣旨がちゃんと伝わるようにということだと思いますので、その目

的のために、じゃあどうすればいいかというところからいかないと

あれだと思う……。小林です。すいません。と思いますので、そう

いう面もあるということで、僕は必要性はあると思います。 

 

笹井議長    いかがですか。 

 

金澤委員    金澤です。倉澤さんのほうから今日、必ず挙手、名前を言う、そ

して議長が指名をするという、改めてそうなりましたという御案内

が冒頭にございましたので、その点からはもしかしたら坂野さんが

懸念されていたというか、実際に図書館で起きたことは起きづらい

かもしれないというふうには思いました。 

 その上で、ほかの人も見るので誤解がないようにという小林さん

や坂野さんがおっしゃったところについては、確かに見てもよろし

いかとは思いますけれども、その際は見て気づいたときにそれをど

ういうふうに、どなたにどうお伝えして、本当にそれは直せるのか

というところのセカンドステップをどうするかも考慮してからで

ないと、全員見なければならないと、もしこの委員会で決めたとす

るならば、今度見ないことが業務不足になってしまうとどうなのか

なと思う節がでてきてしまう点が、課長がおっしゃった懸念という

ようなところでしょうか。もしお伝えするとしたら。 
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笹井議長    笹井です。自分で言うのはあれですよね。私、個人的には、原則

的には自分の意見をチェックして、自分の意見が基で混乱を招くと

か、あるいはほかの人のそれに対するコメントとかで、自分の文意

が全然伝わっていないとかということであれば、そこは修正しても

どうかという、ほかの人の意見もという提案をしてもいいんじゃな

いかなと私は思いますけれども。 

 原則自分で自分の意見を修正するのは、会議全体の流れが明らか

に誤解を招くような場合であれば、ちょっとこれはというような提

案をしてもいいと、そんなことでいかがですか。 

 小林さん、どうぞ。 

 

小林委員    小林です。今の御提案でよくて、さっきセカンドステップと御懸

念されていたんですけれども、ここで毎回承認するわけですよね。 

 

金澤委員    そうですね。 

 

小林委員    ということは、ぶつかったら、ここで調整すればいい話かなと。

セカンドステップはここでやればいいということで、取りあえず仮

で決めたらどうでしょうか。 

 

金澤委員    金澤です。小林委員の意見に賛成です。 

 

笹井議長    坂野さん、そんな感じでもよろしいですかね。 

 

坂野委員    はい。 

 

笹井議長    ありがとうございます。 

 では、最初の話に戻って、発言者の固有名詞をどうするかという

話で、僕も図書館協議会の話はよく知らないんですけれども、発言

者が特定されないことでかえって混乱を招いてしまうという懸念

もあるのかなと思いますが、ただ、この発言者をオープンにすると

いうことについて、発言した本人が、ちょっとそこまではやめてほ

しいという、記録として残りますから、やめてほしいというような、

そういう意向もあると思うんです。その辺どう考えるかという問題

なんですね。 
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 坂野さん、どうぞ。 

 

坂野委員    少し誤解を与えたようですが、今、ここで発言するときは当然、

「坂野です」と言います。これを起こしてもらうときに、もう既に

発言部分に名前がついていますよね。さらに重なって、「坂野です」

と書かれているときに勘違いしますよ。例えばその前の発言が、「こ

の間の会議に出られた人、どなたですか」といったときに、「坂野

です。誰も出ていません」って言ったら、坂野が出たのか出ないの

か分からないでしょう。 

 

笹井議長    分かりました。 

 

坂野委員    だから、特定されるのは、これは名前がありますからいいんです

けれども、重なって名前を言って、それが記録に残っているところ

で、後で読むときに、会議録ですから必ず読まれるんですけれども、

混乱してしまう。それを避けるために全部削りませんかというふう

な。 

 

笹井議長    何を削る？ 全部？ 

 

坂野委員    冒頭の発言。 

 

笹井議長    冒頭の発言を削りませんかと。 

 

坂野委員    ごめんなさい、そうですね。そこを勘違いしやすかったですね。

発言冒頭の名前、記録のために「坂野です」と言う部分は削りませ

んか。私は削りました。９か所削りました。何か所か残っているの

でアンバランスになっていますので、統一しませんでしょうかとい

うことです。皆さん、御自分のを御覧になれば、これも不思議で幾

つか残っているんですよ。全部削ると言っているはずなんですけれ

ども、そこが非常に不思議で。削ったほうがいいと思いますという

簡単なことなんですけれどもということです。 

 以上、ちょっと趣旨が明らかでなかったので、補足しました。 

 

笹井議長    分かりました。ちょっと私も誤解していて、誰それ委員というの
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は残しておくというわけですね。 

 そうしたら、削りたい人が削るということでどうですかね。どっ

ちみちその名前は分かるわけですよね。 

 國分さん、どうぞ。 

 

國分委員    國分です。事務処理的にどうのという話があったから、それの問

題に関わってくるんですかね。ここに名前が出ていて、最初にそれ

をチェックして、御自分で消すというのでいいんじゃないんですか。

そんなにこのことだけに時間取りたくないですよね。 

 

笹井議長    では、そんな形で、御自身の発言をチェックしているのは、発言

者の名前というのは当然出ているので、そのときに、あえてダブル

で名前を出すということがどうなのかというのは、我々がチェック

するときにチェックしてという形でどうかということですけれど

も、それで混乱を避けられるんじゃないかと思いますが、坂野さん、

それでよろしいですか。 

 ありがとうございます。では、そんなことで。 

 

坂野委員    ありがとうございます。 

 

笹井議長    ちょっと余談ですけれども、自治体によっては全く出していない

ところもあるんですね。「委員」というだけで。僕は結構、議長を

やっていることが多いので、僕だけ特定されちゃうんです。ほかの

委員が分からなくて、何で僕だけ特定されるんだっていつも文句言

っているんですけれども、ここはすごく公開性が、パブリシティー

が高くて、全部名前が出てやっているというのはとてもいいことだ

と思いますけれども、そういう意味では、我々も市民の目線で、こ

この議論がどういうふうに報告されているかということがよく分

かると思います。そんな形で、混乱を招かないように我々もチェッ

クしていきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 それでは次に、議題２、図書館協議会への出向委員の選任につい

て、それから議題の３、放課後子どもプラン運営委員会の出向委員

の選任について、この２件を事務局のほうから御説明をお願いした

いと思います。 
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三浦生涯学習課長 生涯学習課長です。それでは、御説明いたします。着座のまま

失礼いたします。 

 １０月の会議にて一度議題として取り上げていただいている件

でございます。社会教育委員の会議より、図書館協議会委員へ１名、

放課後子どもプラン運営委員に１名推薦することとなってござい

まして、推薦委員を事務局のほうで調整させていただいてございま

した。 

 この結果、図書館協議会委員には、本日御欠席でございますけれ

ども北澤委員を、放課後子どもプラン運営委員には國分委員にお引

受けいただけるとの御返事をいただいてございますので、本日この

会議におきまして全体で御承認をいただければ、正式に社会教育委

員の会議より推薦させていただきたいと考えてございます。 

 御審議のほど、よろしくお願い申し上げます。 

 以上です。 

 

笹井議長    ありがとうございました。この２件について、何か御質問、御意

見等ございますでしょうか。 

 坂野委員。 

 

坂野委員    図書館協議会委員の出向委員の件ですけれども、これは前回、三

者合同会議のときに北澤さんにお会いして伝えておりますが、ここ

の会議の記録のためにちょっと申し上げます。 

 図書館協議会へこの会議から従来出向されている方からの報告

がほとんどなされていません。私は、３期６年間、図書館協議会を

やっておりまして、何でこれが報告されないのかと思うようなこと

ばかりでした。過去の議事録を見ていただければ、「図書館協議会

は何かありませんか」と問われても、「ありません」のその一言で

終わっているという状況です。さらに加えて、平成元年の議事録を

見てください。この会議の議長が、図書館協議会は何やっているか

分からないという明確な発言があります。これはとんでもない話で、

図書館協議会は全文記録です。読めばいいんです。読んでさえいな

いという状況で、この社会教育委員の会議でかなり軽んじられたと

いうことがありましたので、北澤委員にお願いしました。必ず重要

な点は報告してくださいと。 

 ただしというのがあります。ただし、正直言って、図書館協議会、
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これは後で申しますけれども、非常に細かい議論までします。つい

ていくのが大変だと思いますので、それはしばらく後で全文記録の

会議録が出てからでもいいですと。こういう点で会議録にこういう

ふうに書いてあるということです。そういう形でもいいから、何ら

かのつながりをつくってほしいということを申し上げてお願いし

ております。それでお引受けいただくと、分かりましたという返事

を三者合同会議の席で、時間が余ったときに了解していただいたと

思っております。この点ちょっと記録のために、今ここで申し上げ

ておきます。 

 以上です。 

 

笹井議長    ありがとうございます。図書館協議会ってどのぐらいのペースで

やっているんですか。 

 

三浦生涯学習課長 生涯学習課長です。年４回やっております。 

 

笹井議長    年４回やっていると。それは、我々としてもぜひ、どういうこと

を行っているか聞きたいので、何らかの形で報告していただきたい

と思いますので、その辺は事務局のほうとしてもよろしくお願いし

たいと思います。 

 ありがとうございました。 

 それでは、先ほどの出向委員の２件については御承認いただいた

ということで進めさせていただきたいと思いますが、よろしいです

よね。 

 

（「はい」の声あり） 

 

笹井議長    ありがとうございます。 

 それでは、議題の４番目、第３２期社会教育委員の会議で取り扱

うテーマについて、事務局のほうから御説明をお願いいたします。 

 

三浦生涯学習課長 生涯学習課長です。それでは、御説明いたします。 

 前回、１１月の会議の際に、３２期の社会教育委員の会議でどう

いったテーマを軸として検討していくかにつきまして委員の皆様

の御意見を伺ったところでございます。多くの御意見を頂戴いたし
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ましたので、一旦持ち帰りまして、正副議長と事務局のほうで一定

整理をいたしまして、調整をさせていただいたものでございます。 

 恐れ入ります、資料の２を御覧ください。改めまして、第４次生

涯学習計画の施策の方向性、委員の皆様からいただいた御意見等を

総合いたしまして、今回のテーマを「共創の場の創出」というテー

マとして掲げさせていただいてはいかがかなと考えてございます。

後ほどテーマ設定の経緯などにつきましては、議長より御説明いた

だきたいと考えてございますが、次の第５次小金井市生涯学習推進

計画を本格的に策定する年度が令和７年度となりますので、令和６

年度４月以降はその助走期間として、委員の皆様にも市の現状や課

題、他自治体の取組などについて研究をいただければと考えてござ

います。 

 私からの説明は以上でございます。 

 

笹井議長    ありがとうございました。資料２につきまして、私のほうから補

足の説明をさせていただきたいと思います。 

 この間の委員会でもいろいろな御意見をいただいて、正直どうし

ようかなと思ったところが多くて、すごくマクロな枠組みの御指摘

もありましたし、あるいはもっとミクロなと言うのは変ですけれど

も、地域のすごく実践的な、具体的なテーマ設定もいただきまして、

どうしようかなというのが正直なところであったんですが、事務局

と金澤さんとまた相談させていただいて、「共創の場の創出」という

ことで。 

 社会教育とか生涯学習ということは、今まで何というか、みんな

が共有しているような地域の課題というものの解決に向けて、人が

つながって関わり合うことの中で解決に向けて頑張っていこうと

いう、昔ながらの社会教育、あるいは社会教育実践の枠組みがあっ

たと思うんですけれども、これからＶＵＣＡの時代と、何が起こる

か分からない曖昧な時代とか、すごく不確定な、あるいは将来を読

みづらい時代というふうになっているということで、もちろんその

ベースには、ＩＣＴの発展とか、あるいは価値観の多様化とか、そ

ういった状況の変化というものもあるんだろうとは思いますが、そ

ういった時代の中で、我々が、社会参加も集まって話し合う、ある

いは関わり合う中で、何か新しい価値をつくっていくことがとても

大事じゃないかなと。共にクリエートするということがとても大事
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じゃないかなというふうに思ったんです。 

 何とかの問題をどうしようというのを、みんなで考えて解決に向

けて努力しましょうというのが伝統的な社会教育学だった、社会教

育実践も含めて、だったんですけれども、それよりも、みんなで集

まって、こういうことをやってみようとか、こういうことをつくっ

てみようとか、あるいはこういうことってよく考えると問題だよね

ということを話し合ってみるという、ある意味、共創と言われる、

共に考えて共につくり出していくというような、そういったことが

とても大事になっていると思うんです。先の読めない時代だからこ

そ、みんなが集まって知恵を出して考えていくということがとても

大事だと思うので。 

 それのためには、ある種の場が必要で、小金井にはいろんなその

場があると思いますけれども、公設の公民館みたいな場もあると思

いますし、民営のというか、民のそういう場といいましょうか、コ

ミュニティーカフェじゃないですが、そういう場もあろうかと思い

ますが、そういうような場で社会参加というか集まってもらって、

そこでみんなで関わり合う中で、それってそういう問題だよねとか、

こういうことやろうねということを自分たちで生み出して、それを

考えて、さらにそれを実践に結びつけていくというような、そうい

うようなことがとても大事だと。 

 もちろん実践するのは、ある種の住民一人一人の、市民一人一人

のお考えでやるんでしょうから、やれと言うわけにもいかないでし

ょうから、その場づくりというもの、あるいは仕掛けづくりという

ものを、社会教育行政としてはやっぱりやっていく必要があるんじ

ゃないか。どういう環境、どういう場をつくったらそういうことが

すごくこう盛んになる、みんなが集まってくれる、みんなでわいわ

いがやがややって、新しい価値をつくってくれるんだと。あるいは

どういう仕掛けをすればそういうことができるんだろうかという

ようなことを考えていけたらなというふうに思うんです。 

 そういうことが積み重なっていくことが、住みやすい地域をつく

るということではないかなと思ったので、人づくり、つながりづく

り、地域づくりと書きましたが、ちょっとその辺について皆さんの

御意見をお聞きしたいし、具体的な落としどころどうするんだとい

うような御指摘もあるのかなと思いますけれども、正直まだまだそ

ういうところまでは考えていなくて、方向性として今の時代にふさ
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わしい社会教育、それを促すような場や仕掛けというものをどうい

うふうにつくっていったらいいのかということを考えたいと思っ

て、こういうテーマにしました。 

 そういうことで、御疑問とか御質問がありましたら、どうぞ御遠

慮なくお話しいただいて、少しこの辺について議論をしたいなと思

いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 ということで、何か御意見等ございますでしょうか。 

 坂野さん。 

 

坂野委員    今のお話ありがとうございました。かなり幅広くいろんな点を取

り入れられているので、賛成です。 

 ただし、一つ前提がありまして、非常に気になる前提がありまし

て、ここでも書いてあります第４次小金井市生涯学習推進計画なん

ですが、読んでみて大きな欠陥があります。これは今手元にありま

すけれども、１次、２次、３次と比べると一目瞭然です。 

 １つ目は、第４次は目標が書いていないんです。タイトルはあり

ます。あるんですけれども、目標は空っぽなんです。当然、１次、

２次、３次にはしっかり目標が書いてあります。目標がなくて、い

きなり施策になっているように見えるんです。本来は違うと思うん

ですけれども、そう見えているものですから、施策ばかり議論して

いるとどうなるかというと、もう行き先を失ってしまうわけなので、

それを避けたいということで、この第４次をちょっと読み直ししま

せんか、目標を理解し直しませんか。という点で、この第４次計画

について目標を見ると、非常に面白い構成になっていまして、中に

小金井市の話が書いてあるんですが、小金井市の中に教育委員会の

教育目標が書いてありません。何でだろうなということです。 

 それから、第３次の推進計画の評価と書いてあって、柱書きには、

成果目標を評価すると書いてあるんですが、１０ページ、１１ペー

ジに書いてあるのは施策の評価です。目標の評価は議論していませ

ん。ですから、第４次をつくるときには目標が頭からすっぽり抜け

ていたとしか思えないんです。目標をはっきりしておかないと、見

直しておかないといけないということです。 

 教育委員会のほうは御存じかと思いますが、ここでは配られてい

ないのが不思議なんですが、『小金井の教育』というものが２年ごと

に出ています。次回は令和６年度に出ますが。これにしっかり教育
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の目標が書いてあります。せめてそれを引用して、そこの目標と施

策をつなげておかないと意味がないんですけれども、そういうこと

を最初にやりたいというのが１点目です。これが一番大きな、第４

次計画の欠陥だと思われるところです。 

 それから２点目は、あらかじめやっておきたいのが評価方法、施

策の評価方法の議論をちょっとしておきたいと思います。これは、

また、どこかで時間があれば言います。図書館協議会というのがと

んでもなく詳細な評価表を、昨年１０月に出しています。読んでみ

てびっくりしたんですけれども、２００項目ぐらい書いてありまし

て、それぐらいしっかりやっているなという中で、この社会教育委

員の会議はどのように評価するんだろうか、ここをしっかりやって

おかないと、従来どのようにやってきて、何を失敗したのかが分か

らないということです。 

 それから、３点目、市長部局の活動は非常に活発です、非常に的

確です。我々社会教育委員会のメンバーのほうが、逆に情報が少な

いと思います。ですから、そこら辺との交流といいますか、連携も

どうやるか、はっきり決めておかないと大変なことになると思いま

す。笹井先生が書いていただいた、居場所の重要性というのがあり

ますけど、この点で簡単に具体的に紹介しておきますと、昨年１２

月２３日土曜日に市長部局のほうで、市民参加推進会議が若者ＭＩ

ＲＡＩトークというのをやっております。３回目の発表会の中で、

いろいろな議論が出ています。２８人の若者が６つの班に分かれて

いたんですけれども、第２班のが私の頭の中にはっきり残っている

んですが、第２班の中、多分大学生と思われる女性の方の発言から、

若者で居場所をつくりたい、ただし公民館はわくわくしないのでつ

まらないと、はっきり言っているんですね。その理由はともかく、

そういう意見が教育委員会の我々あるいは公民館のほうに伝わる

かどうか。これが連携だと思うんですけれども、生の声ですから、

そこのところをしっかりやらなきゃいけない。場合によっては、社

会教育委員の会議から傍聴にでも、あるいは傍聴だけじゃなくオブ

ザーバーでも参加しておくということが必要かと思いますので、そ

この市長部局の動きをしっかりやらないといけないかと思います。 

 もう一つ言うと、市報こがねいというのがあるんですけれども、

皆さん、その正月号を読まれましたか。１ページ、表紙の下に白井

市長が書いています。そこにもう一つ、中学生とのトーク会という
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のが書かれていますので、そういうのが行われていて、我々が全く

別に、教育委員会と社会教育委員会の委員が個別行動を取るという

のはほとんど意味がないですから、これをしっかりすり合わせてい

って、情報が少なくとも入る、我々が取りにいくというところをつ

くっておかないと、方向性を議論していくときに、我々一人という

か、我々だけでやると必ず方向性を失うと思いますので、あらかじ

め、その連携のところも具体的に議論しておきたい。 

 以上、３点申し上げました。以上です。 

 

笹井議長    ありがとうございました。今の御意見というか御提案とか、皆さ

ん、どういうふうにお考えでしょうか。 

 小林さん。 

 

小林委員    小林です。坂野さんの言っていることは僕もほぼ賛成で、特に市

長部局との連携というところでは、この間も、先週ですか、子供を

真ん中にした社会創設の自治体シンポジウムというのがありまし

て、出ている方がほぼ子育て課の人たちばかりで、小金井市は地元

開催にもかかわらず、教育委員会の方がいないんです。彼らの中で

言っていることは、要するに、子供の意見を取り入れる、それから

子供が意見を地域に関して関心を持ってやる、今もありますけど、

その底辺を広げていくためには、やっぱり学校も変わっていかなき

ゃいけないし、それから市長部局でいろいろやっていますけど、そ

ういったことも含めて総合的に考えないと、この時代に別々でやっ

ていいなんて、お金の問題でも、人材の面でももたないと思うんで

すね。 

 実際、市長部局の子育て、青少年健全育成地区委員会のほうと、

生涯学習課のほうの子育て、放課後子どもプランとかいろいろなこ

とをやっている人は、ほぼ同じ人材が小金井市ではやっています。

だけど、いわゆる行政的なところでいくとばらばらにやっていると

いうところがありますので、究極的には市長部局でやっているとこ

ろにも全部、社会教育的な要素を入れてもらうというのが目標だと

僕は思っているんですが、まずは、おっしゃるとおり、連携もしく

は情報共有ということがすごく大事かなとは思いました。 

 

笹井議長    ３点ありますけれども、１番目は計画との関連、２番目は評価の
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問題、３問目が連携の問題で、連携の問題として小林さんからお受

けいたしましたけれども、市長部局ともっと連携したらどうかとい

うことについて、ほかの皆さんはどう思われますか。 

 どうぞ。 

 

伊藤委員    賛成です。本当にみんな、例えば学びということに対して、いろ

いろな部署がいろいろなことを考えて、すごくいいことをやってい

るのに、ばらばらであるがゆえに生かされていないことというのは

すごくいっぱいあると思うし、連携すれば、もっともっと、１足す

１が２よりも、３にも４にもなるようなことがたくさんあると思う

んだけれども、知らないがゆえに発展していかないみたいなことは

すごくたくさんあると思うので、知れたらいいなと。お互いに市の

情報共有をできたらいいなと思います。 

 

笹井議長    なるほど。ほかにどうでしょうか。連携の問題、まず、その論点

で。 

 どうぞ、國分委員。 

 

國分委員    國分です。だから、市長部局との連携というのは当然必要なんで

すけど、ちょっと分からないんですよね。情報の取り方が悪いんで

しょうか。 

 

笹井議長    どういうことをやっているかが分からないと。 

 

國分委員    どこの課があって、何をやっているかというのは。自分の経験上

は、コミュニティ文化課と生涯学習課とがつながっていないとか、

あるじゃないですか。それって、どうしたらいいんですか。 

 

笹井議長    ちょっと待ってください。 

 坂野委員、どうぞ。 

 

坂野委員    今の件ですけれども、それは分からないほうがおかしいぐらいで、

情報はたくさんあります。市民参加推進会議が一覧リストを出して

います。こういうことをやっていますという会議の一覧リストで、

４０ぐらいあったと思います。それについては、開催日は市報とか
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で開示されていますから探そうと思えば、私もそうやって探したん

ですけど、探すのは簡単です。それで今言いましたように、傍聴さ

せてもらう、できたらオブザーバーのほうがいいんですけれども。

というのも、市長部局と調整すれば自動的に連絡が来ますという点

が１点。 

 もう一つ、具体的に言うと、小金井市集会施設利用案内というの

があるんです。これは公民館に置いてあります。教育委員会の施設

は書いていないんです。市民に向かって集会施設利用案内と書いて

あって、公民館は書いていないんです。載っているのは市長部局だ

けです。こんなの、見たらすぐ分かります。だから、我々というか

教育委員会側が積極的に見ていかないと、座っていて誰か言ってく

れるものじゃありません。今の連携状況は非常に悪いです。だから、

そこは我々教育委員会全体を含め社会教育委員のほうから、委員と

して、個人として動いていって、気づいたものはどんどん言ってい

くこと。後でその他のところで、また１つ具体的に言いますけれど

も、そういうことが適切かなと思います。 

 以上です。 

 

笹井議長    分かりました。 

 小林さん、何か。どうぞ。 

 

小林委員    付け足しです。第４次のもののところに、どういうことをやって

いるか、社会教育的なことはどういうことをやっているか、たしか

一覧で表になって載っているはずなので、そこを見れば大体。 

 

國分委員    第４ですか。 

 

小林委員    たしか。これに詳しいのを見たら、例えば経済課だったら市民農

園をやっていますとか、そういうのもどこかに載っていたと思うん

ですけれども。 

 

國分委員    それは今、持っているものなんですか。 

 

小林委員    途中の発言ですが、あれですけど。僕がパブコメを出したときは、

たしか載っていたと思うので。 
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笹井議長    また出してください。 

 

國分委員    ごめんなさい。ちょっと勉強不足で、すみません。 

 

笹井議長    ほかの皆さん、もし御意見があればと思いますけれども、いかが

ですか。今まで出た御意見は私も賛成なんですが、連携については、

いろいろな連携があるんですよね。一番濃厚なというか、強い連携

というのは、人と一緒に実践するとなれば一番強烈な連携なんです

けれども、まず、情報共有から始めたらどうかなと思うんです。 

 首長部局で主な、若者トークとかそういうイベントがあったとき

に、どういう状況だったのかということを、何らかの形で我々が知

るようにしていただくとか。さっき坂野委員がおっしゃっていたよ

うに、施設案内に社会教育施設が入っていないというのはとんでも

ない話だと私は思いますけどね。そういうのはちゃんと入れてもら

わなければ、困るのは市民なわけですから。そういうところから始

めなきゃいけないんですけど、会議体としては、情報共有から始め

たらどうかなと思うんです。 

 どういう形で、イベントがあったときにこういう状況でしたとい

うことを資料として出してもらうとか、あるいは、すごく大事なも

のであれば、担当の方にちょっと来ていただいて説明してもらうと

かというような、その辺のところから始めていこうかなと思うんで

すけれども、いかがですかね。よろしいですかね。 

 どうぞ。 

 

小林委員    小林です。議長に賛成なんですけれども、多分それだけだと本当

に断片的になってしまうので、可能な範囲でいいんですけど、やっ

ぱり自分たちも、例えば僕とか伊藤さんでしたら子供のことにすご

く興味があるわけで、では、これはどっちの所管なんだとか、これ

はどうして連携していないんだとかというところの目線は、アンテ

ナを立てて引っかけたものに関しても、この中で発言して協力して

いくということで、事務方だけにお任せしないというか、そういう

ことも必要かなと。皆さんお忙しいので、できる範囲でいいと思う

んですけれどもというところで。 

 事務方もぜひ、例えば、今、こどもまんなか社会ということで法
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律が変わって、今、自治体にそういう対応が求められているという

背景から、この間の子どもの権利のシンポジウムというのが市長部

局のほうで開かれたわけなんですけれども、児童青少年課が中心に

なって。そこに、やっぱり、それは社会教育も当然関わってくる話

だよなというアンテナを立てないといけないと思いますし、それで、

声をかけない向こうの開催部局も部局だとは思うんですけれども、

そこはやっぱり役所の中でも、お互いに情報交換していただくとい

うことも僕は必要かなと思っています。無理は言いません、お忙し

いこともあるし。できる範囲でお願いできればと。 

 

國分委員    そっちが重要ですね。 

 

小林委員    まずは、そちらかなと。当然、僕らに情報提供するということは、

そういうことにも関心を持たなきゃいけないということではある

とは思うんですけれども、とにかく僕はショックだったんです。前

回のシンポジウムに、教育委員会の方が誰もいなかったし、教育長

も来ていなかった。あれっと思って。何か違うよな、これって。川

崎市は、教育委員会の方が子ども会議を主催して発表しているわけ

です。そういった意味でいくとタブーはないはずので、ぜひお願い

したいなと希望です。 

 以上です。 

 

笹井議長    そうなんですよね。ちょっと時間の関係もあるんですけれども、

生涯学習、社会教育は、すごく全行政分野横断的なんです。どちら

もそうなんです。ところが、行政というのは縦割りに、統治構造上、

どうしてもそうなってしまうところがあって、それをどういうふう

に連携で横割りにしていくかというのは、どこの組織でも、どこの

自治体でも大きな問題にはなっているんだろうなと。というのは、

地域の課題、問題というのは、大きなレベルで出てくるんですよ。

広いレベル、広い領域で出てきて、みんなが協力しなければ解決し

ないみたいなところがどうしても出てきてしまうので、ところが行

政は縦割りになっていて、その差異というか、ギャップをどう埋め

るのかなというのは大きな問題だとは思います。 

 ただ、一朝一夕にはいかないので、社会教育委員の会議として、

社会教育、もしくは我々が今、議論しているテーマに関わりのある
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という、例えば市長部局で大きなイベントがあったら、その情報は

やっぱりゲットしておくというか、入手しておく必要があって、あ

るいは知っておく必要があるので。我々もまた、例えば今期のテー

マで議論していることというか、これまで議論したこともそうなん

ですけれども、ほかの市長部局のそういうイベントとか会議体で、

必要があれば、そういうのに出てもらうということが必要かなと。

その辺から少し始めてみればなと思うんですが、課長どうですか。 

 

三浦生涯学習課長 部局間の連携というのはずっと言われていて、何でこんなこと

ができないんだというのは私自身も思うところは多々あります。た

だ、先生がおっしゃられるとおり、どうしても縦割りというんです

か、仕事によって分かれてしまっているところも実態としてあるの

は否めない部分だと思います。連携できるところについてはさせて

いただいている部分もあるんですけれども、今回、子供のイベント

があって教育委員会が出席できなかったというのは、そのとおりな

のかもしれません。 

 例えば、視点をお子さんのほうから見ると、小学校に行っている

子供は学童のユーザーであったり、小学校に行くお子さんは保育園

のユーザーだったりすることが当然あるわけで、学童に行っている

お兄さんがいて、保育園児がいるとかということも当然あるわけで

す。そこも連携したいところではあるんですけども、なかなかハー

ドルが高いというのは昔からの実態なんですね。ここをどう飛び越

えるかというところは一朝一夕にはいかないと思うんですけれど

も、できるところから取り組ませていただきたいと思います。 

 生涯学習という分野に入るとレンジが広いのは先生おっしゃる

とおりなので、何ができるかというところをちょっと今は明確に申

し上げられないんですけれども、少しずつ部局同士でコンタクトを

させていただくのは、できる範囲でやらせていただきたいと思って

ございます。 

 

笹井議長    ありがとうございます。 

 部長、どうぞ。 

 

梅原生涯学習部長 連携が必要ということについては、我々もそういうふうに思っ

ております。なかなか現時点で不十分なのではないかという御指摘
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も、受け止めさせていただきたいと思います。 

 １点、シンポジウムのお話が具体的に出されました。教育委員会

の顔がちょっと見られなかったのは残念だったということだった

のですが、人数としてはそんなに多くなかったかもしれませんが、

私自身もその場に代表していさせていただきました。内容について

は当然、おっしゃるとおり社会教育の目線からも大変重要なことと

考えておりますので、我々教育委員会の中でもしっかり共有をして

進めていきたいと思っております。そのことだけ、ちょっと発言を

させていただきたかった次第です。 

 

笹井議長    どうぞ。 

 

小林委員    小林です。 

 出られていたというのは知らなかったので、ありがとうございま

した。できれば懇親会も出ていただければ、もっと見えたのになと

思いながら。懇親会に出ていたら多分、そこで役所レベルでもいろ

いろ意見交換ができたのではないかなと。ちょっと遠慮し過ぎたか

なと思いながら。 

 以上です。 

 

笹井議長    社会教育委員の会議としてどうするかということですが、ちょっ

とまた後で、金澤副議長も含めて相談させていただきたいと思いま

す。 

 ということで、３番目の論点の連携についてはどうですか。 

 坂野さん。 

 

坂野委員    もう１点、笹井先生から縦割り行政というのがありましたので、

心配している点はあるんですね。今日配られた『月刊こうみんかん』

の、これは何号というか、頭にいつものように小金井イメージの桜

が描いてある、その４ページ目なんですけれども、公民館の有料化

の検討を公民館運営審議会で行っておりますと書いてあります。４

ページの下、囲みのところ。私はこれ聞いてびっくりしたというか、

初めて聞いたんですけれども、こういう話は今度、社会教育委員に

どうやって伝わってくるんだろうということです。これは、有料化

するというと、ここで笹井先生が挙げてくれたテーマに結構影響し
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てくる可能性があるので、その議論が決まりました、よろしくと公

民館長からここで報告されても、それは正直困ると。社会教育の中

での縦割り行政、いわゆるサイロ型、タコつぼ型、そういうのも避

けてほしいと思います。一体これはどうなっているのか分かりませ

ん。 

 図書館協議会は、先ほども言った出向者がいらっしゃいますので、

こういう点があれば報告ができるかと思います。図書館有料化とい

うのは私も議論しましたので、報告されるかと思うんです。が、公

民館のほうはいないと思いますので、決まってから公民館長から報

告されても困ってしまう。ここら辺も、何かルートを早めにつくっ

ておきたいということです。これはいつ頃のことか書いていないの

で分かりませんけれども、いや、もう、今日現在で決まりましたと

言われたらびっくりしちゃいますね。我々社会教育委員としても議

論に参加していきたい点があろうかと思いますので。 

 以上です。 

 

笹井議長    なるほど。前回は、鈴木さんが来ていただいていたんですよね。

今回は。 

 

三浦生涯学習課長 ちょっと公務の出張が入ってございます。今日はそれで、たま

たま欠席と。 

 

笹井議長    分かりました。基本的には公民館は公運審が決める話なのかなと

思いますが、社会教育全般、我々が見ているわけですから、決まり

ましたと言われて、ああそうですかと言うわけにもいかない。議論

が少し成熟してきた段階で、鈴木さんに何か報告してもらうという、

それまで少し議論させていただくというふうにさせていただきた

いと思いますが、よろしいですかね。 

 

三浦生涯学習課長 生涯学習課長です。 

 私の立場では、今日の御議論を鈴木にお伝えさせていただくとい

うことで、節目
ふ し め

節目
ふ し め

で御報告できることがあれば御報告してくださ

いと鈴木には依頼しておきます。 

 

笹井議長    分かりました。ありがとうございます。 
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 坂野さん。 

 

坂野委員    先ほどの発言にちょっと補足しておきます。 

 会議の種類ですけれども、市民参加推進会議の令和５年７月１３

日の資料の中に、会議の一覧表が載っています。全部で７６の会議

が書いてあります。そこら辺をちょっと参考にしながら、社会教育

委員としてもどう参加していくか、教育委員会として市長部局とど

う連携していくか、すごく難しいですが前向きに議論できればと思

っています。 

 以上です。 

 

笹井議長    分かりました。ありがとうございます。 

 先ほどの議論にちょっと戻りますが、評価の話、３番目、２番目、

１番目の評価の問題なんですが、もう少しこの議論で……、社会教

育の評価はすごく難しいんですが、でも、税金でやっている以上は

何らかの評価は必要だろうと思いますので、もう少し議論が成熟し

て、方向が大体決まってから、じゃあこれは政策の内容とか方向が

決まってから評価のほうで議論したいなという問題として扱いた

いと思います。 

 

坂野委員    必要性は留保しておいて、具体論はもうちょっと先に議論すると

いう感じですね。 

 

笹井議長    そうです、そうです。はい。 

 

坂野委員    ありがとうございます。 

 

笹井議長    そんな形で進めたいと思います。 

 で、１番目にちょっと戻りますけれども、計画の話なんです。計

画に目標が書いていないというのは、書いていないんですか。 

 

坂野委員    御説明いたします。 

 今、手元に事務局から借りた１次、２次、３次があります。１次、

２次は市長部局がつくっています。巻頭言は稲葉市長です。３次が

山本教育長、４次が大熊教育長となっていますけれども、１次、２
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次は明確にまちづくり、家庭教育支援と書いてあります。３次もそ

れを受けて目標というページがあって、目標として書いてあります。

それがなぜか４次で消えているんですよ。探せばありますけれども、

説明が一切ないに等しいんです。基本理念から施策になっている点

を物すごく気にしていまして、目標のない計画ってこの世にあるん

だろうかと思っています。 

 ２回目読んだときに気づいたんですけれども、私はこれを読んだ

のは図書館の参考資料室、２階で読んだんですけれども、読みなが

ら、変なあれだなと。１次、２次は市長部局が作ったので、さすが、

しっかりしているなと。３次辺りから何かこう、特にまちづくりと

いうのが非常にぼやけた形になっていて、学校支援で、学校教育み

たいな内容が増えている。教育委員会の教育目標っていうのがある

んですが、これもどこかで議論したいと思いますけれども、社会教

育の目標は何も書いてないんですよね。学校教育が３つで、社会教

育がゼロで、生涯教育が１件という、すごい変な感じ。社会教育の

それも入れておかないといけない。社会教育委員の会議で肝腎の目

標がないと、本当に空中分解しちゃいますよね。つまり施策だけだ

ったら、施策についての評価だけだと、計画ではなく施策リストに

なってしまうので、それは私は自分の立場としては避けたいし。 

 それからまた、これは繰り返しますけど、図書館協議会、先ほど

ありましたように、去年、令和５年１０月に出してある評価表、こ

れぜひお読みいただければと思います。びっくりするぐらい細かい

です、図書館評価という意味で。多分、それぐらいやらないと社会

教育の問題は浮き彫りにできないというので、先例があるわけです。

教育委員会の下にある重要な機関である図書館がそうやっている

のに、肝腎の教育委員会がやらないということはありえないと思い

ます。ので、本当は第４次推進計画の訂正版を出したいぐらいなん

ですけれども、目標を明確にして空中分解しないようにしたいと思

います。 

 以上、補足を申し上げました。 

 

笹井議長    なるほど。ありがとうございます。 

 計画、一つは評価の問題、方向づけが決まってからやりましょう

ということで進めたいと思いますが、計画って、計画はもう決まっ

ているので、新しく目標をつくるということはできなくて、もし目
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標を新設というか、明確に、要するに書き直すのであれば、次の計

画にそういう形でやるということになるのかなと思います。 

今現在、生涯学習推進計画でもこの話も含めているので、その中

で目標というものをどう見なして、どう内容を解釈していくのかと

いうことはあるのかなと思いますね。だから、文言としては次期の

計画に先送りしなければいけないんですけれども、今現在の計画の

中で我々がやろうとしていることがどう位置づけられるのかとい

う問題があるのかなというふうに話を聞いていました。 

 一度、今現在の計画がどうなっているかというのを、まあ、話を

……、僕も読みましたけれども、そんなに深く読んでない。こうい

うこと言うと怒られちゃうんですけど、読んでなくて、そういうこ

とを一度、我々のやっている今の作業、活動の位置づけを確認する

という意味で、あるいは方向づけを計画に沿ったものとして考える

という意味で、計画の内容についての勉強会というんでしょうか、

そういうことをしたほうがいいのかなとも思うんですけれども、坂

野さんの御意見も含めて、皆さんどういうふうにお考えでしょうか。 

 部長、どうぞ。 

 

梅原生涯学習部長 ちょっと私からいいですか、生涯学習部長です。 

 第４次の計画について非常に厳しい御意見をいただきました。そ

ういったことも振り返りながら、よりよい形を目指していくという

ことはそういうふうにしていきたいと思いますが、現計画に関しま

しても、その時点時点で、この会議の中でいろいろ検討していただ

いた結果としてまとめてきておりますので、その点についてはぜひ

御理解をいただきたいと思います。 

 

笹井議長    分かりました。 

 どうぞ、坂野さん。 

 

坂野委員    第４次計画を見ていておかしいなと思ったきっかけを申し上げま

す。タイトルに目標があるんですね。第３章、計画の基本理念と目

標。が、この章には目標という言葉が一切出てこないです。これが

最初です。 

 

國分委員    つければいいんじゃない、じゃあ。 
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坂野委員    そう、そういうことです。タイトルと内容の不一致が放置された

状態なのです。それだけのことを確認しないで、これが基で第３次

の評価もできていて目標への評価がすっかり抜けているので、びっ

くりしたということです。 

 

笹井議長    確かに。 

 小林さん、どうぞ。 

 

小林委員    目標という言葉が使われていなくて、方向性という言葉が使われ

ているということだと思います。ちょっと見ていない方もあるので

共有のために申し上げると、方向性と。 

 

坂野委員    それは当然知っています。問題は、説明がないんですね。だから、

読むのは市民ですから、市民にいろんな資料を全部読み合わせてこ

れを理解しろというのは非常に官僚的な発想で、スペースがたくさ

んあるんですから簡単にでも書けばいい。今、小林さんの見せてく

れた図表も入れればそれでよく、あと、多少言葉を補えばよくて。

これは第３次計画を見たらすぐ分かります。第３次計画をまねすれ

ばそれでよかったんですけれども、まねすらしていないし、第３次

計画で４つあったものを１つ減らしているが、その理由も一切書い

てない。これはちょっと市民としては耐えられないという形です。 

 以上です。 

 

笹井議長    よく分かります。ＳＤＧｓでいうゴールですよね。ゴールを設定

して初めて到達度が分かるという、だから、ゴールは評価の前提な

んですよね。計画の進捗状況だとかを普通はやるんですけれども、

ゴールが設定されていないと、どこまで到達したのかなかなかめど

が立たないという意味で、計画というのは通常、ゴール設定を、目

標設定をするのが普通のパターンだろうと思うんですけれども、率

直に申し上げて、つくってあるものを今さらしょうがないじゃない

かということなんですね。 

 

小林委員    小林です。 

 次に生かそうという趣旨だと思いますので、今のを、わーっと言
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ってやり直せとかいう話ではなくて、今ちょっとお話したんですけ

れども、次に生かそうねというところです。だから、そこはちょっ

と意識していただけたらというところだと思うんですけれども。 

 

笹井議長    分かりました。 

 何か、この件についてほかの御意見ございますか。 

 次に生かしていただいてということで。計画の構造としては確か

に不自然だなと思いますが、それが現計画として存在していて、そ

れを今の社会教育にどう生かしていくのかというのはちょっとま

た考えなければいけないかなと思います。 

 坂野委員の御指摘を踏まえて、ちょっと今後、計画との関係性と

いうか、ここでの議論と、あるいは方向性と計画との関係性という

ものを少し事務局とも金澤副議長も含めて議論をさせていただい

て、また次回もこれはお話をさせていただきたいと思いますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

 テーマの中身について、何かお気づきの点とかありましたら、ぜ

ひお願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

 どうぞ、坂野さん。 

 

坂野委員    テーマの中身についてですが、この言葉は非常に抽象的なので、

何が中に入ってくるかと思いますが、ぜひ入れていただきたいのが、

社会教育の観点から見た家庭教育への支援です。 

 ２００６年の教育基本法改正以来、家庭教育が学校支援に回って

います。極端なのがＰＴＡでして、ＰＴＡは、ペアレント、ティー

チャー、アソシエーションで、一緒になって子育てを手伝うという

のが、しばらく前からいつのまにかペアレンツ・フォー・ティーチ

ャーズアシスタンツ、親が、家庭が、学校の助っ人みたいになって

います。これは本当に驚いているんですけれども、これはちょっと

元に戻したいと。所感のときにも言いましたけれども、やはり闇バ

イトにしても、トー横の少女たちにしても、社会教育の観点で家庭

を支援していくという観点が絶対に必要だと思うので。笹井先生が

挙げてくれたこのテーマのブレークダウン、その中で吸収できるの

であれば、この、特に居場所ですね、そこで討議をやっていきたい

と思いますので。できれば社会教育として家庭教育を支援するんだ

ということですね。 
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 笹井先生が三者合同会議の中でお話をなさった中で一つ印象に

残っているのが、高校生の自殺が最近増えたということです。当然、

コロナの期間ですから、家庭にいるわけです、圧倒的に。で、家庭

のほうの関係が何かあるんだろうなという自殺が増えているので

あれば、やっぱり家庭教育というのは高校生の自殺を減らすために

も重要だと思いますので、テーマとしてどこかに盛り込んでいただ

きたいと思います。 

 以上です。 

 

笹井議長    分かりました。 

 ほかにいかがでしょうか。大丈夫ですか。 

 小林さん、どうぞ。 

 

小林委員    すみません、私ばかりしゃべって申し訳ないです。 

 ぜひファクターとして、やっぱり今は国の施策もありますし、や

はり子供は地域の仲間というか、重要なファクターとしてちゃんと

意見表明させたり、参加させたり、要するに創出というところにフ

ァクターとして地域の大人だけじゃなくて子供も含めた形で目線

を見ていくというか、そこはちょっと大事かなというふうに思って

います。そうなると市長部局の児童青少年課、あとは福祉系ですか、

今の家庭教育の話でも出ましたけど、ちょっとぶつかってくるとい

うか、多分そこの部分も包括した形で話をしていかなきゃいけない

ので、そこはあまり縦割りにしないということ、要するに、福祉分

野にも踏み込んだ上で社会教育的な観点からものを言うという形

にしておいたほうがいいかなと僕は思っています。どうしても、そ

こで縦割ってしまって、生涯学習のやっていらっしゃるところだけ

という話でいくと、何か、対策としてはちょっとあれかなという気

もします。 

 家庭教育とか何とかって、今、坂野さんがおっしゃったところも、

聞いていると結構、あれっ、福祉系かなと思えるところもあるので、

やはり福祉分野に踏み込んだ上でこちらもいろいろ考えていかな

きゃいけないのかなという感じはちょっとしました。 

 

笹井議長    先ほど申し上げたように、教育って領域横断的なんですよね。家

庭教育の話でも、実は子育て支援と密接な関係が出てくるし、家庭
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と学校との関係、家庭教育、子供の自殺なんかも含めて、学校の在

り方と家庭の在り方との関係と、すごくいろいろと横断的なので、

マルチなんですよね。だからそういうことを十分に踏まえてこの会

議を……。 

 まあ、ただ、行政は縦割りになっていますけど、社会教育委員の

会議というのは我々市民がやる会議なので、もっと自由に発言して、

子育て支援に関して、社会教育委員の会議としてこうあるべきでは

ないかということは言ってもいいのかなとは思っております。そう

いうことは許されると思うので、そういう意味ではすごく、もとも

と領域横断的に、自由に議論するべきかなと思います。ありがとう

ございます。 

 ほかに、どうでしょうか。どうぞ御自由に。 

 

國分委員    國分です。 

 児童青少年課、福祉課、子育て支援課と横断する仕組みというん

ですか、社会教育委員と話し合える場というのをどうやったらつく

れますかね。 

 

笹井議長    それは、基本的には、組織として、仕組みとしてつくることはす

ごく難しいです。さっきも言ったように、行政が統治機構として縦

割りになっている以上は難しい。だから、情報共有から始めましょ

うよということなんですよね。 

 

國分委員    國分です。 

 だから、一緒に会わないと駄目ですよね。要するに、接触しない

と何も始まらないじゃないですか。 

 

笹井議長    でも、連名で何かこうしましょうという方向づけをするのは、や

っぱり向こうは向こうの考え方があるからすごく難しいので、まず

向こうが何を考えているかを我々が知って、我々としてそれをこな

して、社会教育委員の会議として何らかの提言みたいなことをしな

いと。そして、我々の考えていることを向こうに、できればですけ

れども情報共有をしていって、必要な範囲で反映していただくとい

うことがまず第一じゃないかなと思っています。 
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國分委員    だから、具体的にと言うんです。もういっぱい、何かやっている

活動とかって物すごくあって、さっき坂野さんも指摘されていまし

たけど、市民もやっているわけですよ。なのにその全体を把握でき

ないというか、横断できない。向こうの情報がこっちの社会教育委

員のほうに密接してこないというか、それをどうするのという。 

 

笹井議長    それは、どういう形で情報共有を進めていくかについては、ちょ

っと議論して……。 

 

國分委員    いえ、この、トップでやってほしいなと思います。 

 

笹井議長    ええ、ちょっとそれを進めていきたいと思いますが、御理解いた

だきたいのは、仕組みとしてそういうのをつくるのは、行政の仕組

みとしてはなかなか難しいということです。 

 

國分委員    だから、すぐは無理だと思うけれども、仕組みはつくれないとし

ても、どこかから関わっていかないと、何も起こってこないじゃな

いですか。 

 

笹井議長    おっしゃるとおりだと思います。 

 

國分委員    だから、どこかの、全体には無理だとしても、さっきの子供のイ

ベントとかそういうところでもいいですから、全体で関われる、向

こうの情報が分かるような何か。 

 

笹井議長    その辺の知恵を、また御相談させていただきたいと思いますので。 

 

國分委員    そうですね。よろしくお願いします。 

 なかなか、議論についていけなくて。坂野さんはいっぱいいろい

ろ勉強されているし、御経験もあるからあれなんですけど、何か、

さっさとどんどん具体的にやっていけばいいんじゃないかななん

て思っちゃったんです。 

 

笹井議長    分かりました。できるだけそういうふうに進めたいと思いますが

……。 
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國分委員    いや、言葉としてはみんないいこと書いているんですけど、よく

分からないんですよ、私。ピンと来ないというか。 

 

笹井議長    なるほど。 

 

國分委員    共創の場ということも分かるし、お話も分かるけど、それが何だ

というか。何も進んでないじゃないかという感じがするということ

なんです。 

 

笹井議長    まあ、形式だけじゃなくて実質が伴うように、実質的な議論がで

きるように、連携の在り方を検討していきたいと思います。 

 

國分委員    お願いします。 

 

笹井議長    はい。 

 伊藤委員、どうぞ。 

 

伊藤委員    私もすごく國分さんの気持ちに共感というか。日々の生活でも、

やっぱりいろんなところで不便だったり、何かもどかしいとか、よ

く分からないとかがあります。小林さんや坂野さんはすごくいろん

なことを御存じで、ここでもすごくいろんなことを教えていただい

ていてありがたいなと思うけど、やっぱりそしゃくができない。そ

うだよねと思うけど、落ちない情報がいっぱいです。 

 それで、この「人づくり、つながりづくり、地域づくり」という

ところが、情報共有というところにつながるのかなと、お話をして

いて思いました。他分野にわたっていて、すごく広くて、すごくた

くさんのことがあるので、目標として立てるのであればその中の何

をするかというのを、ぎゅっと具体的に、この第５次の期の中でど

こまでやるか。私たちにできる範囲は何で、それをどこまでやるか

というところを議論できたらいいのかなというふうに思います。 

 抽象的なことばかり言って、これができない、あれができないと

言っていても、まあ、できないことは分かるけどみたいなところで、

実際にそれを動かすのはすごく難しいと思うんですけど、難しいか

らこそ、そしゃくして、自分たちの手で届く範囲からちょっとずつ
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やっていって風穴が開いていったらいいなと思うし、そのきっかけ

がこの会議でできたらすごく面白いなと思います。 

 

笹井議長    なるほど。分かりました。ありがとうございます。 

 どうぞ。 

 

金澤委員    金澤です。 

 皆様おっしゃるとおり、具体的なアクションからしか結果は出な

いと思うので、引き続きがんばりたいと思います。皆さんと一緒に。 

 

笹井議長    分かりました。ありがとうございます。 

 黒木委員、何かありますか。お願いします。 

 

黒木委員    ここに書いてある３つの中身ですね。例えば、小学校の子供の立

場から考えると、居場所の重要性って本当に今大事だなと思います。

放課後子ども教室、３年生までは学童があってまだいいんですけれ

ども、４年生以上になると、そういう居場所は確保してあげないと、

どこに行っていいか分からないと。で、人が集うための仕掛けとつ

ながり、地域づくりというのは密接なんだろうなと思います。 

 例えば、この間、小林委員が、児童館で餅をつくと。で、そこに

子供が来るわけですよね。地域の大人たちが餅をついて、その餅を

食べる。そういうことを経験した子供たちは、それが頭に、記憶に

残っていて、自分たちが今度は市民になったとき、ああいうことが

あったな、じゃあ、自分も餅をつこうかとかというふうに、ちょっ

と長いスパンになるんですけれども、そうやって繰り返されて醸成

されていくものではないかなというふうに思います。だから、そう

いう子供の視線から見たときに、この３つの内容はよいのではない

かと思いました。 

 以上です。 

 

笹井議長    どうぞ、坂野さん。 

 

坂野委員    黒木校長に１つ質問させてください。この居場所なんですけれど

も、当然ながら、必要なのは心の居場所ですよね、物理的な場所で

はなくて。 
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黒木委員    物理的なものもあると思います。 

 

坂野委員    ええ。図書館委員会でも居場所を議論したんですけれども、鎌倉

に例があるからどうだとか言っていましたけれども、そうは言って

も最近の、さっきも言ったトー横の少女たちを見たら、居場所はト

ー横にあるわけですよ。そうじゃなくて心の居場所だというふうに

私は思っているんですが、物理的にも当然そうですけど、心の居場

所って、自分でそう言うんですけど、私もそう言うんですが、一体

中身は何だというのは誰が一番知っていますかね。これは私の個人

的な質問ですけど。 

 

黒木委員    心の居場所というのは、人との関わりの中で出てくるものだと思

います。だけど、人との関わりを得るためには、やはり場所がない

ことには成り立たないのではないかなと思います。人と関わる中で、

その子にとっての安心できる居場所になるというふうに考えると、

居場所、人というふうにつながってくるのかなと思います。 

 

坂野委員    そうすると、ＳＮＳはどうなりますかね。物理的な場所はないん

ですけど、もう今はＳＮＳを使ってない中学生はまずいないと言わ

れている……、実態は知りませんけど、まずいないと言われている。

あれは心の居場所になるかと言うと、なると思います。 

 で、そこで分からないんですよ。物理的なものが要らなくて、Ｓ

ＮＳのほうがむしろ世界とつながるぐらいですから、そちらのほう

がいいということも考えられるわけで、それでここの場所って、ど

んなもので、誰が提供するのがいいのかって質問なんですけど。 

 

黒木委員    子供によっては、確かにＳＮＳによって人とつながりが持てる、

それが心の居場所になるというのであれば、それはそれでもちろん

ありだと思います。それはやっぱり、子供それぞれの感じ方じゃな

いかなと思います。 

 

笹井議長    ちょっとお待ちくださいね。 

 どうぞ。 
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國分委員    居場所の話と、学童の行事とか、放課後子ども教室とか、すごく

いいと思いまして、ただ、そういうのに、学童も嫌だっていう子も

いるんですよね、いわゆる引きこもり的なあれで。そういう人たち

が前に、今はもうないんですけれども写真屋さんがあって、そこに

来ていたとかいう話を聞いて。そこがいわゆるそういう子供たちの

居場所になっていて、それを市が支援するという話があったらしい

んです、居場所を残そうということで。その写真屋さんはもう撤退

することになっちゃっていたので、ただ場所を生かしたいというこ

とで市から言われたと言っていたんですけど、実現しなかったみた

いです。今は、文房具屋さんが駄菓子を置いて子供が来るようにと

か、そういうことがうまくいくかどうか分からないんですけど、何

かちょこちょこ民間でやっている人たちがいるみたいで、だからそ

ういうのを公的にも少し支援していくような体制があったら、さら

にいいかなと。 

 子供の時の餅つきの思い出とか、駄菓子を買って面白かったとか、

そういうのってすごく重要だと思うので、その辺のところをむしろ

具体的に進めていったらどうなのかなと。ＳＮＳも、まあ入ると思

いますよ、今、いろんな意味で。 

 

笹井議長    小林さん。 

 

小林委員    実は昨日、偶然、「居場所の解剖学」というのをやっている方々、

例の子ども食堂をやっているむすびえの方とかいろんな方々が、今、

居場所の定義というか、居場所ってどうやったら子供たちとか大人

もいられるんだろうみたいなところで定義をいろいろやっていま

したけど、やっぱり、自分がそこで受け入れられるという安心感と

かそういったものがあって、例えば、ＳＮＳの中で自分が一員とし

て受け入れられていたり、自分がそのままでいられるみたいな感じ

のところを居場所と言うみたいな……、すみません、ちょっと聞き

かじりなので、もう一回ちゃんと勉強して御報告できればいいと思

うんですけれども、だから、例えば餅つきだって、自分がよそ者だ

と思っていたり、餅を食べるだけだったら居場所になっていないわ

けです。そこで自分が、「おっ、お前もつくか。お前、どこの人間

だ」って、同じ町内なら「俺と同じだぞ」って大人と子供が会話し

て、初めてそこで関係性ができたり、その子供が安心して、ああ、
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俺は地域の一員なんだと受け止められるから居場所になるのであ

って、そこのところは人のつながりづくりとか、人づくり、要する

にそういう関係性をつくれる人の人づくりみたいなところも大事

だし、単に公民館でぽんとハードをやっただけでそれが居場所にな

るのかといったら、なる人はいるかもしれないけど、全員はならな

いよねと。 

 ただ、なるべくいろんなチョイスを広めてやったほうがいいとい

うのは……、実は、「まじプロ」という「放課後を本気（まじ）で

考えるプロジェクト」というのを市民有志でやっていて、みんなで

議論しているところなんですけれども、そこでもやっぱり、そのま

まで受け入れられるということが一番大事だよねというのがあっ

て。サラリーマンのおじさんでも、帰りの飲み屋にいつもの行きつ

けがあって大将と会話ができる、「おっ来たね」とやったら自分は

そのままでいられるみたいなところがある。 

 すみません、これは後でまたあれですけど、そういったところも

ちょっとあるので、居場所づくりというのはすごく大事だというと

ころは皆さんと同じ意見でございます。 

 

笹井議長    なるほど。 

 居場所論についていろいろ御指摘いただいたんですけれども、有

名なアブラハム・マズローの欲求の５段階説というのがあって、ベ

ースになるのは生理的欲求で、次に安全の欲求、下から３番目に親

和の欲求があると。これは帰属欲求ともいうんですね。そしてもう

一つその上が自我の欲求、これは承認欲求といわれています。そし

て５段階目、一番上にあるのが自己実現欲求といわれているのです

が、結局、生理的欲求は大体満たされていて、安全の欲求も満たさ

れていて、３番目の帰属欲求とか、その上の承認欲求というのが満

たされていない。だから、人間ってどこかに帰属していないと何か

安心できないというか、すごく精神的に不安定になるということは

心理学者の説明でもよく言われるんですよね。だから、居場所とい

うのは結局ある種の安心できる、ほっとできる場所。取りあえずそ

こへ行けば帰属欲求が満たされるようなところかなとは思うんで

すが、それが実際に物理的な空間である場合もあるし、尾崎豊じゃ

ないけど、自分の部屋で音楽を聴いて、そこが居場所になる場合も

ある。あるいはコミュニティーに属することでも居場所になるし、
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いろいろなケースがあるのかなと思います。 

 それはちょっと次回以降、今日こんな意見が出ると思わなかった

んですが、非常に皆さんよく考えていらっしゃる。議長としては大

変だなと実は思ったんですけど。 

 

小林委員    すみません。 

 

笹井議長    きちんとした議論を、いろんなケースを踏まえてしていければと

思います。今日のところはこの辺にさせていただきたいと思います。 

 このテーマに関して、ほかに何か御意見ございますか。一応、皆

さんには御意見いただいたので。 

 

國分委員    これでいいです。 

 

笹井議長    では、そういうことで、このテーマについての議論はこの辺にさ

せていただきたいと思います。ありがとうございました。 

 それでは次の議題、議題の５番目なんですが、令和６年度会議等

の日程についてということで、事務局から御説明をお願いいたしま

す。 

 

倉澤生涯学習係長 事務局より御説明いたします。 

 資料３を御覧ください。上部が通常の会議の日程です。前回の１

１月の会議で皆様の御希望を伺っておりまして、駄目な方がいる曜

日は外しました。金曜日は都合がいいという御意見があったことか

ら、来年度につきましては金曜日の午前中で日程を組ませていただ

いております。御予定を空けておいていただきたいと思います。 

 仮となっております７月５日に、マイクロバスで小金井市立の社

会教育施設であります清里山荘を視察していただく予定です。バス

の日程を押さえるのが３月以降になりますため、仮としております

が、こちらも御予定しておいていただければと思います。 

 なお、上段の米印に書いてあるとおり、後半の会議のいずれかが

三者合同会議で、また来年度も１回予定しております。次は担当が

公民館となり、担当する課で日程等も決めさせていただくので、こ

の日程がずれることもあるということで、御承知おきいただければ

と思います。また、決まり次第御連絡をさせていただきます。 
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 下半分の２番が、都市社連協関係の会議日程となっております。

こちらは各会で詳細が決まったものから順に、個別に出欠を取らせ

ていただく予定です。 

 なお、また米印に書かせていただいたとおり、来年度は本市の社

会教育委員の会議が副会長市、再来年度は会長市となっておりまし

て、こういった会を今度は主催する立場となります。イメージをし

ていただくためにも、ぜひ積極的に御参加いただければと思います。 

 説明は以上です。 

 

笹井議長    ありがとうございました。ということで、よろしくお願いいたし

ます。 

 議題につきましては一応これで全て終了しましたけれども、その

ほか、何かありますでしょうか。 

 

小林委員    よろしいですか、小林です。 

 管外視察研修なんですけれども、場所は今から提案はできないん

ですか。 

 

笹井議長    清里山荘と書いてあるけど。小金井市の、少年自然の家。 

 

小林委員    ええ。あそこへ行っても結局、こういうことをやっていますって

だけだし、もうちょっと先端自治体とか、例えば世田谷のアップス

に行くとか、川崎市に社会教育をどうやっているんですかって社会

教育委員と話をするとか、何か取材したいなと思っているんですけ

ど、駄目ですかね。川崎と、世田谷のアップスだったらすぐ行ける

なと思ったんです、近くだし。本当は益田市に行ってほしいんです

けど、そういうわけにいかないので。 

 今までの流れから、おい、何を考えてるんだというような発言だ

ったらすみません。あくまで、ちょっとそういう提案があったとい

うことだけで結構なんですけれども。すみません。 

 

笹井議長    課長、どうですか。 

 

小林委員    交渉だったら、私、お手伝いしますけれども。 
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三浦生涯学習課長 いや、まず、清里山荘につきましては、小金井市の少年自然の

家という位置づけになっていますので、ぜひ一度御覧をいただきた

きたいなというのは事務局の本音の部分でございます。確かに老朽

化している部分もあって、この先、どこかの段階でその議論はさせ

ていただかなければならないかなとは思ってございますので、施設

の現状については一度御覧をいただきたいなと思ってございます。 

 

小林委員    ありがとうございます。小林です。 

 あと、子供会の持っている施設もありますよね。 

 

三浦生涯学習課長 子供会が持っている施設。 

 

小林委員    はい。山の中に子供会が持っている施設なんかもちょっとあった

りして、小金井市の市子連が持っている施設もあって、ぜひそうい

うのも含めた上で青少年の健全育成ではないかと。 

 

三浦生涯学習課長 行政の施設ではないですよね。 

 

小林委員    ああ、そうか。でも、市子連ってかなりコミットしていますよね、

小金井市。 

 

三浦生涯学習課長 そこは……。 

 

小林委員    まあ、分かりました。ありがとうございます。すみません。 

 

笹井議長    今回はこれでお願いをしたいと思うので。 

 

小林委員    はい。すみません。市子連が持っているやつも……。 

 

笹井議長    でも、貴重な御提案なので、別途それは考えてみたいと思います。 

 

小林委員    すみません。 

 

笹井議長    ありがとうございます。 

 どうぞ。 
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伊藤委員    日程、スケジュールというところでなんですけれども、例えば二

十歳を祝う会であったりとか、ほかに何があったか、出たやつしか

覚えていないので分からないんですけれども、来賓みたいな形で出

てくださいというのがあるじゃないですか。その予定が早めに決ま

っていたりとか、何人ぐらい行ったらいいのかとかが分かっている

と困らないというか。二十歳を祝う会のときに、何も分からず行っ

たらひな壇だったみたいな感じだったので。 

 

笹井議長    ほかのイベントもということですか。ほかの会議等、行事もとい

うことですね。 

 

伊藤委員    そうそうそう。 

 

國分委員    急にびっくりした。 

 

伊藤委員    そう。行ったら壇上でびっくりしたんですよね。例えばたまたま

今回３人だったですけれども、何人行くのが適切なのかとか、だっ

たら何人来てくださいと言っていただいたほうがスケジュールを

調整しやすいし、行くときの心構えも違うので。 

 

國分委員    恒例になっていることなので、知っている人は知っているでしょ

うけれども、私は初めてなので。 

 

伊藤委員    そう。私も初めて。 

 

笹井議長    社会教育委員が出るべき行事みたいなのがあれば、１、２、３と

して、何かそういうのを教えていただけるとありがたいということ

だと。 

 

倉澤生涯学習係長 事務局です。大変失礼いたしました。この資料３の日程以外に

社会教育委員の皆様に来賓としてご出席いただくものは、伊藤委員

がおっしゃったように、あとは二十歳を祝う会だけになります。こ

ちらの日程は、必ず成人の日の祝日に行うことが決まっております

ので、次回の会議にでもお知らせを出させていただきたいと思いま
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す。 

 人数につきましてなんですけれども、全員にお声をかけて来られ

る方という形でやらせていただいております。コロナ禍のときは、

１回につきお一人という制限を設けておったんですが、それも今年

度より解除いたしまして、御都合がつけば全員に参加していただき

たいと考えてございます。 

 

笹井議長    伊藤さん。 

 

伊藤委員    ゼロでも大丈夫なんですか。そっちが心配。誰も都合つきません

といって出られないということがあってもいいのかどうかという。

それはそれで格好悪いなと思って、だから、ある程度、最低何人と

かはあらかじめ御提案いただいていたほうが、暇な人ばっかりでは

ないので、あったらいいかなと参加してみて思いました。 

 

三浦生涯学習課長 生涯学習課長です。社会教育委員の会議の方々に二十歳を祝う

会に出席していただきたいというレベルの話ですと、事務局とする

と、本来であれば全員分の席は用意してあるんですね。ですから、

本来であれば全員の方に御出席いただきたいのは本音の部分なん

ですが、そうは申し上げても、なかなか皆さんお忙しいので、御参

加いただける方は、という形で今まで整理してきたのが現状という

ことになってございます。ですので、最低何人というのは、なかな

か事務局のほうからは申し上げにくいというところは御理解いた

だきたいと思います。 

 以上です。 

 

笹井議長    ということで、取りあえずと言うと怒られちゃうかもしれません

けれども、ぜひ成人の日に。 

 

三浦生涯学習課長 ぜひ皆さん、来年は１月１３日ですかね。第２月曜日です。 

 

笹井議長    よろしくお願いします。 

 そのほかに何か。どうぞ、坂野さん。 

 

坂野委員    １つ提案があります。小委員会を再開したいということです。こ
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れはもう今回から次回の５次に向けての議論が始まるような形に

なりますので、小委員会でもっと自由に意見を交換したいと。情報

交換したいということです。いろいろ制約はあるでしょう。参加で

きないとかはあるでしょう。それを乗り越えてやっていきたいと思

います。 

 それから、小委員会をやらないと非常にまずいことがあって、『小

金井の教育』という冊子があります。令和４年版、過去４期に遡っ

て見ました。社会教育委員の欄に、委員の主な活動、定例会、月例

年８回、小委員会年５回と書いてあります。ずっとやってきたもの

を廃止するのであれば、行政は基本的に先例主義ですが、明確な理

由が要ると思います。もしあれば、それを議論したいと思います。

なければ、これを復活させて、復活というか再開するわけですね。

再開してやりたいと思います。 

 もしこれ、やらないのであれば、次回、令和６年度の社会教育委

員の欄で小委員会を削除することになりますけれども、内容からし

ても非常に意味があって、実は前回の三者合同会議が終わった後、

４人で打合せをしました。これは冒頭に申し上げました第４次計画

で目標を書いていないというのが物すごく不思議で、それで意見を

聞いて非常に助かったんですけれども、非常に参考になったんです

けれども、小委員会は非常に意味があると思います。どういう形で

あろうが、それを考えたい。できない理由を１００考えてもしよう

がないので、できる理由を３００、５００考えたいということでご

ざいます。 

 また、前回、もう２か月前になりますけれども、メール交換した

いということで、連絡いつ来るのかなと思ったら、一切来ないのが

非常に腹が立っていまして、何で２か月もたって事務局は動かない

んだと思うんですけれども、皆さんメールアドレスの連絡して、こ

れ、使っていいよというふうに言ったはずなんですけれども、すぐ

連絡が来ると思ったら一切来ないということで、ますます議論が遅

れていくわけですね。ですから、最低限、皆さんが公開していいと

いうメールをお持ちの方は公開して、お互いに連絡したいというこ

と。それから、小委員会は再開したいと思います。今現在、生きて

いると私は思っていますので、ということです。御意見いかがでし

ょうか。 

笹井議長    まず、小委員会の設置については運営の話なので、今期、どうい
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う形で進めていくかということは、また事務局とも相談して決めて

いきたいと思います。よくあるケースというのは、もう少し具体的

な論点というか、球というかが明らかになった段階で小委員会とい

うものをつくって、例えば居場所について少し小委員会で議論しま

しょうとか、そういうふうに、部会とかいろいろな名前があります

けれども、そういう形でやるというのがよくあるケースなんですね。

それまでは全体会でずっとやっていくとか、そういう形で小委員会

をつくることが多いんですが、今日、テーマを御議論いただいたの

で、どういうスケジュールで取りあえず進めていって、どんな感じ

で議論を展開していくのか、そういうのを含めて小委員会をどう設

置するかというのは、事務局のほうと相談させていただきたいと思

います。お願いします。 

 何か。 

 

坂野委員    分かりました。議長の笹井先生の御意見、分かります。であれば、

ほかの委員会などに私は４つほど出ておりますけれども、少なくと

も今日渡す資料は事前に頂きたいということです。今日、いきなり

来て、この会議で、こういうことで、今日の笹井先生の一枚物です

ね。これがあるだけで大違いなんです。ほかの委員会は出ています

けれども、全部事前に来ています。多いのは５０ページぐらいの資

料がどっと送られてきますけれども、全部目を通しています。そう

しないと、ここ会議の中でしか発言できないとすると、頭の中が回

転できないですから、言い足らないんです。そのための小委員会で

あって、小委員会が５回と少ない、それで構わないんですよ。もと

もと実質的には四、五回しかないですから、構わない。だけど、毎

回あるわけですよね。毎回やってきたと書いてあるわけです。この

『小金井の教育』というのが虚偽でなければ。だから、テーマが出

てきてからというよりも、毎回やったほうがよくて、そうすると、

それが議論を短くするのに有効になると思いますので、そこはぜひ

検討いただきたいし、事務局が検討する話じゃないので、メールで

いいから交換したいということを社会教育委員の皆さんが思えば、

その方向でやっていきたいということです。委員の方々、どうです

かね。委員の方々に意見を求めたいと思います。 
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笹井議長    小委員会をつくるとすれば、運営の話なので、社会教育委員会の

下部の機関ということになるわけです。だから、そういう意味では、

オフィシャルな話になるんですね。だから、それは我々の意向だけ

で決める話ではなくて、事務局と相談させていただきたいと思いま

す。 

 ただ、メールの交換というのは、事実上の話で、それは委員の皆

さんがどういうふうにお考えかということによるのかなと思いま

す。２番目の話ですね。私としては分けて考える。任意にメール交

換でいろいろ議論するということも意味があるのかなと思います

けれども、でも、委員の皆さん自身がそういうのに賛同していただ

かなきゃいけないのかなと思いますけれども、どうですか、皆さん

はどういうふうにお考えですか。小委員会の話、オフィシャルなも

のとしてはちょっと保留させていただいて、検討させていただきた

いというのが１つ。ただ、委員の皆さんが自由に意見交流をすると

いうのは、メールレベルだと思いますので、ある程度早く、今日の

議題みたいなものを打合せして、それについて少し意見交換すると

いうことは考えられる。そういうのはオフィシャルではなくて、事

実上の話だと思います。いかがでしょうか。そういう御提案だと思

います。 

 どうですか。小林さん、何かにこにこ。 

 

小林委員    小林です。小委員会は小委員会で、議長おっしゃるとおりだと思

うので、そこに向かうための我々のリテラシーアップというか、情

報交換というか、自主練というか、そういうのは何かやりたいなと

いう気は私もあるんです。僕は遠方なので、もしよろしければＺｏ

ｏｍとかでできたらいいなと思いながら、あれだったら私、開催し

ますけれどもというところでございます。 

 

國分委員    同じ。同感です。できる範囲でですけど。 

 

笹井議長    國分委員もそう。 

 

國分委員    少しは交流しないと、ちょっと。 

 

笹井議長    なるほど。じゃあって変ですけれども、これはもちろん強制でも
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何でも、任意の話なんですけど。 

 

國分委員    でも、メールは、自分のは大丈夫です。 

 

笹井議長    メルアドはシェアしても大丈夫でしょうかね。 

 

國分委員    私は大丈夫です。 

 

笹井議長    私も含めてシェアさせていただいてと思いますけれども、よろし

いですか。じゃあ、小林さん、事務局をやっていただける？ メー

ル交換の。 

 

小林委員    皆さん、名刺をもらっていたから、すみません、もう一回、発掘

してやります。本当は事務局が持っているやつをそのままもらえれ

ばいいなと。 

 

笹井議長    はい。じゃあ、そんな形で、オフィシャルについてはもうちょっ

と事務局と検討させていただきたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

 そのほか、全体を通してもし何かありましたら、その他で。大丈

夫ですか。 

 

坂野委員    本当にその他で、記録のために発言します。教育委員会向けです。

小金井市の、市報こがねいというのがあるんですけれども、そこに

情報ア・ラ・カルトというのがあって、後援事業というのが一覧表

で載っているんです。これは市の後援等事業と教育委員会の後援事

業が書いてあるんですけれども、私もそれを見て結構参加するんで

すが、実はスペースの問題があって、それを超える件数になるとど

こにも載らないんです。これは広報秘書課のほうに確認しました、

載りませんと。非常にもったいない。後援している事業がどこにも

知らされない。正確に言うと、市内に６０か所ある掲示板ボードに

貼ることができるんですけれども、６０か所全部貼るのは無理だし、

もともと現状見たら分かるようにいっぱいになっていて貼れない

という状況です。教育委員会が後援しながら、何をやっているか知

られないという状況になっていますので、教育委員会へのお願いは、
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これは市長部局のほうにお願いして、誌面上そこにリンクを貼って、

市のホームページの中でそれらを上げてほしい。たったそれだけの

ことです。そうすることによって、教育委員会が行うセミナー参加

の機会を増やすことができますので、それをぜひ教育委員会が市長

部局を動かしてほしいということです。 

 これは記録に残して、この会議の会議録を教育委員会に読んでも

らって支援を頼むということです。１か月先、２か月先になるでし

ょう。私は別途動きます。市長部局に同じ趣旨のことを、この会議

録ができる頃に言います。何で後援までしておいて、共催までして

おいて、どこにも載らないんだ、リンクをつくれというふうに言う

つもりですので、そういう教育委員会へのお願いという形で今、発

言いたしました。 

 以上です。 

 

笹井議長    分かりました。ありがとうございます。 

 それでは、ちょっと時間の関係もありますので、報告事項のほう

に移りたいと思います。 

 報告の１番目は、関東甲信越静社会教育研究大会についてであり

ます。これにつきまして、國分委員と小林委員からお願いいたしま

す。 

 小林さん、どうぞ。 

 

小林委員    小林です。全体、北澤さんの代わりに私がしゃべらせていただい

て、第一分科会は國分さんにお願いしようと思います。 

 要は、我々のような立場の人間が社会教育をどういうふうにやっ

ているのかみたいなところをみんなで情報交換して、発表し合って

やるというような形で進んでおりました。第一分科会は、ウエルビ

ーイングの実現に向けた社会教育の取組ということで、國分さん、

書いてあるとおりなんですけれども、ちょっと補足をお願いしてい

いですか。 

 

國分委員    第一分科会は、テーマは書いてあるとおりなんですけれども、ウ

エルビーイングの実現に向けた社会教育の取組ということで、２件

例が出ました。１つは横浜市、これは読書バリアフリー法というの

をつくられている自治体で、要するに、図書館で普通、一般的には
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文字を読んでいくんですけれども、文字が読めない、手が不自由だ

とか、視覚障害とか、字が入ってこない、学習障害というんですか、

発達障害とか、そういう人たちのための、触ったり、耳で聞いたり、

いろいろできる機器とか道具を活用して活動されているという、何

かすごい自治体の規模も大きいので、こういうことができるのかな

と思いましたけれども、すごい活動をされているということで、市

役所の人が説明していました。 

 それからもう一つは佐野市ですけれども、これは佐野市の父親の

会、ここの場合、何ていうんでしたっけ。 

 

小林委員    パパ連ですね。 

 

國分委員    佐野パパ連という人たちが何人かで立ち上げて、月に何回か打合

せをして、まちおこしといろいろを考えようということでなさって、

具体的には、佐野の黒唐揚げという、ソースを基調にした唐揚げだ

そうです。何でソースかというのは、ここの地域においしいソース

屋さんがあったらしくて、それを基に、高校生も商品開発をしてく

れて店舗販売につなげて、給食にも出たり、いろいろな活動をされ

て、この活動を通して、ですから、唐揚げを置いてある店がもう何

十戸とあるんですけれども、こういう活動を通して、地域住民の大

人も子供も主体的に関わるということができて、人が地域から離れ

ても、また戻ってきて郷土愛につながっていっているという関係性

を実現したというお話でした。 

 以上です。 

 

笹井議長    ありがとうございます。 

 

小林委員    あと、第二分科会は北澤さんが参加したので、このメモ以上のこ

とはないんですけれども、今、小金井市も取り組んでいる地域学校

協働活動とか、そういったものが一歩先に進んでいる感じの取組で

した。栃木は結構この辺は進んでおりまして、多分、学区の区分け

方がうまいんでしょうけれども、中学校の学区ごとに連携している

ということで、人材も集中するのでいいんじゃないかなという部分

と、よく黒木先生もおっしゃっている、子供たちがチャレンジして

失敗できる環境というのが、いわゆる学校の中だとついついやれな
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いという子もかなり多いので、それを地域でやったらどうかと。地

域でイベントって何をもって失敗なのかって、ほとんど失敗はない

わけですよね。だから、そういった感じで地域だといいんじゃない

かということの意味だと、僕はメモを見て思っております。 

 ぶらぶらしている大人の存在というのは、多分、斜めの関係で、

子供たちを評価したりとか、比べたりということを、親だとか先生

だとかはついついやりがちなんですけれども、いわゆる無責任とい

うか、そういう形でフラットな目で子供たちを見てくれる斜めの関

係があるといいなということの意味だと僕は思っています。 

 第五分科会、私、社会教育で命を守るというところで、かなり福

祉に軸足が行ったような動きもあって、真岡市の子ども食堂ではな

くコミュニティーカフェってあるんですけれども、ついつい子ども

食堂ってやると、俺、貧乏じゃないよって行かない子とかがいるん

ですよね。要するに、地域でごちゃ混ぜにしてやる関係性をつくっ

ていく中で、例えば手を差し伸べられる子もその中に交じっている

みたいな形なので、今、緑中で放課後カフェを私やっていますけれ

ども、不登校対策とここのカフェなんかだと言っているんですけれ

ども、それだと、俺、不登校じゃねえしみたいな感じで中学生は来

なかったりするので、みんながわいわいやっている中に、若干、学

校にあまり来ない子が交じっているみたいな感じのやり方がすご

くいいんだろうねというところの居場所論がここに書かれている

というか、発表がありました。 

 もう一つは裾野市で、これは何にもしない合宿というのをもう十

数年以上やっているところで、地域の大人と子供たちの関係性がす

ごくよく出来上がって、十数年やっているので、もう二十歳になっ

ている子たちもいるということで、おっちゃんと消防団をやらんか

といったら、毎年六、七人が３年連続で入っていて、消防団不足の

頭を悩ませている自治省からどうやったんですかと取材が入るぐ

らいのやつで、彼らが言っていたのが、小学校高学年から中学生で

地域と出会わないと、彼らは一生地域と出会わないだろうというと

ころがあって、ちょうど受験とか部活とかで実は地域から切り離さ

れちゃっている子供が多い小金井市にとっては、非常に重要な問題

だなというところがありまして、何にもしない合宿って実は私も年

に３回か４回ぐらい小学校でやらせていただいているんですけれ

ども、本当は毎月やりたいなと思っているんですが、今はちょっと
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できない状態なので、中学生、子供たちが地域と出会うことがどれ

だけ大事かというところが強調されておりまして、実はこの何にも

しない合宿って今、全国で後援が相次いでいるところで、この間、

実は小金井のシンポジウムでも、実は三小バージョンで何にもしな

い合宿、裾野市からのれん分けしてやっていますと言ったら、やっ

ぱり質問が私のところにいっぱい来まして、これ、どうやったら行

けるんですかみたいな質問もかなり受けましたので、かなり注目の

イベントかなと思います。「なにも」じゃなくて「なんにも」とやる

といいらしいです。 

 ということで、これを見ると本当に福祉っぽいんですよ。だけど、

議長がおっしゃったとおり、横断的だというところもあると、そこ

でここ福祉でしょう、社会教育でしょうとやっていること自体が無

意味というか、どっちものり代をつくってお互いに踏み込むという

ことをしていかないと、こぼれ落ちる人たちとか、子供とか、いろ

いろな人たちが落ちていくんだろうなということも、この話を聞い

ていて非常に実感しました。 

 以上です。 

 

笹井議長    ありがとうございます。 

 どうぞ。 

 

坂野委員    今の件で國分さんに質問です。このウエルビーイングのときに、

この会合で、ウエルビーイングの内訳のような説明がありましたか。

というのは、私もあるところの社会教育委員の会議に出ていても、

ウエルビーイング、当然それだけでは中身が分からないわけですよ

ね。 

 

國分委員    それしか言わないですよ。 

 

坂野委員    そのブレークダウンをするときに、いずれ進捗評価するから計数

化できるものにしたいと聞いて、ほとんどあきれ返りました。人間

の幸せを計数化できるって、一体それは何だと。行政の発想だなと

いうので、ウエルビーイングの中身がないと本当に同床異夢で、み

んな勝手にしゃべっちゃうんですね。今お聞きしたいのは、この会

合の中で、どこかでウエルビーイングのブレークダウンに関する発
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言がありましたかということです。 

 以上です。 

 

國分委員    國分です。私がここに初めに来たときに、大熊教育長がウエルビ

ーイングと出してきたんですが、私にとってはよく分からなかった

ので、それでこの分科会に行ったんですけれども、特に概念規定み

たいなのはなかったです。聞いていないです。分からないままです。

分かったような、分からないような。 

 

笹井議長    ということで、ウエルビーイングについては慶應義塾大学の前の

前野隆司という人がずっと研究されていて、幾つかの類型があるん

ですけれども、またそれも別の機会に発表したいと思いますが、な

かなか社会教育との関連というのは難しいところだなと思っては

います。それは私の感想ですけどね。 

 すみません。時間の関係で次に進みたいと思います。次は、東京

都市町村社会教育委員連絡協議会交流大会・全体研修会についてで

あります。事務局の倉澤さんのほうからお願いしたいと思います。 

 

倉澤生涯学習係長 すみません。１つずつ御説明する予定でしたが、時間の関係で、

２、３、４をまとめて御報告させていただきます。 

 交流大会と全体研修会については資料５にまとめたとおりでご

ざいます。お読みいただければと思います。 

 二十歳を祝う会につきましては、御参列いただきました委員の皆

様、ありがとうございました。アンケート等を取っております資料

６を御覧いただければと思います。 

 最後、その他です。まだ案という形で、先日配付されたものをお

配りしております。４月２０日に都市社連協の総会がございまして、

前日の４月１９日はこの会議が連日になってしまって大変申し訳

ございませんが、御都合がつく方は御参加いただければと思います。

また正式な通知が来ましたら、メールで出欠の御連絡をいただきた

いと思います。 

 以上です。 

 

笹井議長    ありがとうございました。この研修会というか交流大会に参加さ

れた國分さん、小林さん、坂野さんと私なんですが、もし何か感想
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等があれば、簡潔にお願いできればありがたいと思います。 

 では、國分委員から。 

 

國分委員    いや、私はちょっと何だかよく分からないままに終わっていまし

た。 

 

笹井議長    そうですか。 

 

小林委員    私は第５ブロックのほうに出て、学校３部制というやつに出たん

ですけれども、結構大変だなというところもあったんですけれども、

結構踏み込んでやっているなというところもあって、あと、三鷹は

連携がうまくできています。両方参加されていました。子育て課の

方もこの会合に参加されていたので、すごいなと思って。市長部局

の方も参加されていました。すごく面白かったなと思って、やっぱ

りふだんからそういうのが大事なんだろうなと思いました。どうし

ても密接に、特に学校絡みなんていうと、市長部局とこっちといろ

いろあるので、僕、さっきからずっと連携、連携と言っているのは、

これに参加して三鷹市のを見て、できないわけないなと思ったので、

ちょっと大変だと思いますが、ぜひ前向きに進めていただければと

思いました。 

 以上です。 

 

笹井議長    ありがとうございました。 

 では、坂野さん、どうですか。 

 

坂野委員    １つだけ。私は交流会のほうには出ていないんですけれども、本

会議のほうを聞いてびっくりしたのは、ほとんど学校教育の話だな

ということだけで、本来の社会教育はどこに行ったんだろうなとい

うふうに思いました。 

 以上です。 

 

笹井議長    ありがとうございました。報告の１番目、２番目が終わったんで

すけれども、３番目の二十歳を祝う会は先ほどお話しいただいたの

で、省略させていただきます。 

 報告のその他って何かございますでしょうか。 
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三浦生涯学習課長 事務局からは特にございません。 

 

笹井議長    大丈夫ですか。ありがとうございます。 

 それでは、何か副議長あります？ 

 

金澤委員    ございません。ありがとうございます。 

 

笹井議長    ということで、１２時前なので、ほぼ１２時に終わることができ

ました。御協力ありがとうございました。本当にこの会、貴重な御

提案をいただきましてありがとうございます。私もすごく考えさせ

られるところがあって、私自身の勉強になりました。ありがとうご

ざいました。この社会教育委員の会議も楽しくかつ有意義なものに

していきたいと思いますので、引き続き御協力いただきたいと思い

ます。 

 それでは、今日の会議はこれにて終了させていただきます。どう

もありがとうございました。お疲れさまでした。 

 

―― 了 ―― 

 


